
１ 単元構想

小学校第６学年 国語科 学習構想案

国語科の場合、単元の目標を、次のように設定
します。

作品の魅力を推薦カードにまとめるという課題
に取り組むことを通して、「海のいのち」の作品の
魅力を見付けていくことを狙って、書き表した例

㋓「～を」に、学習内容や指導事項に関する言
葉を示しています。
㋔「～しよう」に、言語活動を設定しています。
※学習指導要領解説の言語活動例の活用も考えらえる。

□子供たちが単元を通して興味・関心を
もって深く考えることができる学習課
題ですか
□見方・考え方を働かせて課題解決を図
ることができるものですか
□子供たちと共有できる表現ですか
□単元のゴールの姿に迫るものですか

実生活（この場合は読書生活）の場面で、学
習したことを生かそうとする姿を想定して、書
き表した例

㋐ 「～するときに」に、実生活の場面を示し
ています。
㋑「～を読む」に、本単元の学習内容、目標
や評価規準を要約している言葉を示して
います。
㋒「伝えようとする」に、実生活の場面でど
のように活動したり、考えたりしようとし
ているかを示しています（この場合は、「日
常で読書談義ができる」ことを想定）。

□目標や評価規準を踏まえ、具体的な
学習や生活の場面での子供の姿と
なっていますか
（文末は「～している（しようとしている）子供
（児童生徒）」）

□子供たちと共有できる表現になっ
ていますか

★「単元を通した学習課題」のポイント

○単元の目標及び評価規準の設定 ★「単元終了時の子供の姿」のポイント

★「本単元で働かせる見方・考え方」
のポイント

単元を通した学習課題を踏まえて、どのよ
うな視点で物事を捉えて（見方）、どのような
考え方で思考していくか（考え方）を想定して、
書き表した例

㋕「～に」に、教科等の特質に応じた見方に
関する内容を示しています。
（※国語の場合は、言葉への着目）
㋖「～する」に当たる文言に、どのように考
えるのか（この場合は、心情を考えること
を通して）に関する内容を示しています。
（※国語の場合は、言葉への自覚を高め
ること）

□単元を通した学習課題を解決するた
めの見方・考え方となっていますか
□見方・考え方を働かせると深い学び
になりますか

国語科における学習構想案作成のポイント 熊本の子供を、「学びの主体」として育てるために！

子供たちに求められる資質・能力を確実に育むためには、「主体的・対話的で深い
学び」の視点による授業改善を進めていくことが重要です。そのため、単元を通し
てどのような子供たちの姿を目指していくのかを明確にイメージし、単元を構想し
ましょう。
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（１）の「知識及び技能」及び（２）「思考力、判断
力、表現力等」の目標については、基本的に指
導事項の文末を「～できる。」として示す。
（３）「学びに向かう力、人間性等」の目標につ
いては、いずれの単元においても当該学年の目
標である「言葉がもつよさを～思いや考えを伝
え合おうとする。」の部分を示す。

単元の評価規準は、次のように設定します。
◆「知識・技能」は、〔知識及び技能〕の指
導事項の文末を「～している」とする。指
導事項の一部を用いて示すこともある。

◆「思考・判断・表現」は、〔思考力、判断力、

表現力等〕の指導事項の冒頭に指導する領域
を「（領域名）において、」と示し、文末を
「～している」とする。指導事項の一部を
用いて示すこともある。

◆「主体的に学習に取り組む態度」は、＜①
粘り強さ②自らの学習の調整 ③他の２観
点において重点とする内容④当該単元の具
体的な言語活動＞ の①から④の内容を全て
含め，単元（や題材）の目標や学習内容等
に応じて，その組み合わせを工夫して示す。


